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■船(ふな)岡(おか)山(やま)（全山史跡、風致地区） 

 船岡山は標高 45m、周囲 1,300m、面積 25,000 坪の優美な小山であり、その東南側は建勲神社境内で特にうっそうとし

た森に被われている。豊臣秀吉の頃より信長公の霊地として自然がそのまま残され、京都盆地特有の樹相がよく保たれてい

る。樹種が極めて多く、帰化植物がほとんど入り込んでいない京都市内で数少ない貴重な森とされている。 

 船岡山は聖徳太子の文献にもその名が出ており、また、京都に都が定められた時、北の基点となり、船岡山の真南が大極

殿、朱雀大路となった。平安朝の昔には清少納言が枕草子で「丘は船岡…」と讃え、また、大宮人の清遊の地として多くの和

歌が残されている。 

 船岡の若菜つみつつ君がため 子の日の松の千代をおくらむ（清原元輔） 

 戦国時代の応仁の大乱の際、この船岡山が西軍の陣地となり、以来船岡山周辺一帯は西陣の名で呼ばれている。 

＊説明版より 

 

 

■建(たけ)勲(いさお)神(じん)社(じゃ)（通称 けんくんじんじゃ） 

御祭神 織(お)田(だ)信(のぶ)長(なが)公 

 織田信長公は戦国の世を統一して民衆を疲弊絶望から救い、伝統文化に躍動の美を与え、西洋を動かす力の源を追求し

て新秩序を確立し、日本の歴史を中世の混乱から近代の黎明へと導かれた。そのため、信長公は行き詰った旧来の政治、

社会秩序、腐敗した宗教等を果敢に打破し、日本国民全体の日本を追求された。 

 明治天皇より特に建勲の神号を賜い、別格官幣社に列せられ、ここ船岡山に大生の神として奉斎されている。 

＊説明版より 



0001_北の平地から見る船岡山 0002_北の平地から見る船岡山 0003_北の平地から見る船岡山 0004_北の平地から見る船岡山 0005_北の平地から見る船岡山

0006_北の平地から見る船岡山 0007_北の平地から見る船岡山 0008_北の平地から見る船岡山 0009_北の平地から見る船岡山 0010_北の平地から見る船岡山

0011_北の平地から見る船岡山 0012_北の平地から見る船岡山 0013_建勲神社から船岡山への道路 0014_建勲神社から船岡山への道路 0015_建勲神社から船岡山への道路

0016_建勲神社から船岡山への道路 0017_建勲神社から船岡山への道路 0018_建勲神社から船岡山への道路 0019_建勲神社から船岡山への道路 0020_建勲神社から船岡山への道路

0021_建勲神社から船岡山への道路 0022_建勲神社から船岡山への道路 0023_建勲神社から船岡山への道路 0024_建勲神社から船岡山への道路 0025_摂社・義照稲神社ほか周辺

0026_摂社・義照稲神社ほか周辺 0027_摂社・義照稲神社ほか周辺 0028_摂社・義照稲神社ほか周辺 0029_摂社・義照稲神社ほか周辺 0030_摂社・義照稲神社ほか周辺

0031_摂社・義照稲神社ほか周辺 0032_摂社・義照稲神社ほか周辺 0033_摂社・義照稲神社ほか周辺 0034_摂社・義照稲神社ほか周辺 0035_摂社・義照稲神社ほか周辺

0036_摂社・義照稲神社ほか周辺 0037_摂社・義照稲神社ほか周辺 0038_摂社・義照稲神社ほか周辺 0039_摂社・義照稲神社ほか周辺 0040_摂社・義照稲神社ほか周辺

0041_摂社・義照稲神社ほか周辺 0042_摂社・義照稲神社ほか周辺 0043_摂社・義照稲神社ほか周辺 0044_摂社・義照稲神社ほか周辺 0045_摂社・義照稲神社ほか周辺

0046_摂社・義照稲神社ほか周辺 0047_摂社・義照稲神社ほか周辺 0048_摂社・義照稲神社ほか周辺 0049_摂社・義照稲神社ほか周辺 0050_摂社・義照稲神社ほか周辺



0051_摂社・義照稲神社ほか周辺 0052_摂社・義照稲神社ほか周辺 0053_摂社・義照稲神社ほか周辺 0054_摂社・義照稲神社ほか周辺 0055_本殿への最初の石段

0056_本殿への最初の石段 0057_本殿への最初の石段 0058_本殿への最初の石段 0059_本殿への最初の石段 0060_本殿への最初の石段

0061_本殿への最初の石段 0062_本殿への最初の石段 0063_本殿への最初の石段 0064_本殿への最初の石段 0065_本殿への最初の石段

0066_本殿への最初の石段 0067_本殿への最初の石段 0068_本殿への最初の石段 0069_本殿への最初の石段 0070_本殿への最初の石段

0071_本殿への最初の石段 0072_本殿・下段の社務所・四方 0073_本殿・下段の社務所・四方 0074_本殿・下段の社務所・四方 0075_本殿・下段の社務所・四方

0076_本殿・下段の社務所・四方 0077_本殿・下段の社務所・四方 0078_本殿・下段の社務所・四方 0079_本殿・下段の社務所・四方 0080_本殿・下段の社務所・四方

0081_本殿・下段の社務所・四方 0082_本殿・下段の社務所・四方 0083_本殿・下段の社務所・四方 0084_本殿・下段の社務所・四方 0085_本殿・下段の社務所・四方

0086_本殿・下段の社務所・四方 0087_本殿・南下側の道路 0088_本殿・南下側の道路 0089_本殿・南下側の道路 0090_本殿・南下側の道路

0091_本殿・南下側の道路 0092_本殿・南下側の道路 0093_本殿・南下側の道路 0094_本殿・南下側の道路 0095_本殿・南下側の道路

0096_本殿・南下側の道路 0097_本殿・南下側の道路 0098_本殿・四方 0099_本殿・四方 0100_本殿・四方



0101_本殿・四方 0102_本殿・四方 0103_本殿・四方 0104_本殿・四方 0105_本殿・四方

0106_本殿・四方 0107_本殿・四方 0108_本殿・四方 0109_本殿・四方 0110_本殿・四方

0111_本殿・四方 0112_本殿・四方 0113_本殿・四方 0114_本殿・四方 0115_本殿・四方

0116_本殿・四方 0117_本殿・四方 0118_本殿・四方 0119_本殿・四方 0120_本殿・四方

0121_本殿・四方 0122_本殿・四方 0123_本殿・四方 0124_本殿・四方 0125_本殿・四方

0126_本殿・四方 0127_本殿・四方 0128_本殿・四方 0129_本殿・四方 0130_本殿・四方

0131_本殿・四方 0132_本殿・四方 0133_本殿・四方 0134_本殿・四方 0135_本殿・四方

0136_本殿・四方 0137_本殿・四方 0138_本殿・四方 0139_本殿・四方 0140_本殿・四方

0141_東側入り口 0142_東側入り口 0143_東側入り口 0144_東側入り口・四方 0145_東側入り口・四方

0146_東側入り口・四方 0147_東側入り口・四方 0148_東側入り口・四方 0149_東側入り口・四方 0150_東側入り口・四方



0151_東側入り口・四方 0152_東側入り口・四方 0153_東側入り口・四方 0154_船岡山北側入り口 0155_船岡山北側入り口

0156_船岡山北側入り口 0157_船岡山北側入り口 0158_船岡山北側入り口 0159_船岡山北側入り口 0160_船岡山北側入り口

0161_船岡山北側入り口 0162_船岡山北側入り口 0163_船岡山北側入り口 0164_船岡山山頂・眺望 0165_船岡山山頂・眺望

0166_船岡山山頂・眺望 0167_船岡山山頂・眺望 0168_船岡山山頂・眺望 0169_船岡山山頂・眺望 0170_船岡山山頂・眺望

0171_船岡山山頂・眺望 0172_船岡山山頂・眺望 0173_船岡山山頂・眺望 0174_船岡山山頂・眺望 0175_船岡山山頂・眺望

0176_船岡山山頂・眺望 0177_船岡山山頂・眺望 0178_船岡山山頂・眺望 0179_船岡山山頂・眺望 0180_船岡山山頂・眺望

0181_船岡山山頂・眺望 0182_船岡山山頂・眺望 0183_船岡山山頂・眺望 0184_船岡山山頂・眺望 0185_船岡山山頂・眺望

0186_船岡山山頂・眺望 0187_船岡山山頂・眺望 0188_船岡山山頂・眺望 0189_船岡山山頂・眺望 0190_船岡山山頂・眺望

0191_船岡山山頂・眺望 0192_船岡山山頂・眺望 0193_船岡山山頂・眺望 0194_船岡山山頂・眺望 0195_船岡山山頂・眺望

0196_船岡山山頂・眺望 0197_船岡山山頂・眺望 0198_船岡山山頂・眺望 0199_船岡山山頂・眺望 0200_船岡山山頂・眺望



0201_船岡山山頂・眺望 0202_船岡山山頂・眺望 0203_船岡山山頂・眺望 0204_説明版 0205_説明版

0206_説明版 0207_説明版 0208_説明版 0209_説明版 0210_説明版

0211_説明版 0212_説明版 0213_説明版 0214_説明版 0215_説明版

0216_説明版 0217_説明版 0218_説明版


